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リース契約

 
No.89 

マザアスニ ュ ース                        2020年 6月 30日 

 

MOTHERTH NURSINGHOME FOR THE AGED 

ひだ ま り    

MOTHERTH 

感染症の歴史を要約してみると、社会、経済、文化に甚大な影響を与え、医学ではその度に対策や治療が発
展してきたと言われています。また感染症は、民族や文化の接触と交流、拡大、などで世界が狭まるほど拡
大し、アステカ帝国を一夜にして消滅させた天然痘など、突発的な疫病の流行は、歴史の流れさえも変えた。
とも言われています。血液がんに罹った水泳選手が言っていた言葉に「あなたがたの会った試錬で、世の常
でないものはない。あなたがたを耐えられないような試錬に会わせることはないばかりか、試錬と同時に、
それに耐えられるように、のがれる道も備えて下さるのである。」と。希望を抱いて進みたいものです。（草） 
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編集後記 

             

役 

員 

会 

の 

開 

催 

 

 

・平成３０年度事業報告書及び決算報告書 

・社会福祉充実残高 

・次期役員候補者 

・定款の変更 

・令和元年度６月賞与 

・定時評議員会の招集 

 

 

 

・理事長の選任 

・常務理事の選任 

・日野事業所ベッド購入 

・マイカー通勤管理規定の改定 

 

 

 

・マザアス東久留米大規模改修にかかわる入

札参加条件及び予定価格の設定及び最低

制限価格の設定 

・石原正弘理事の海外研修派遣 

 

 

              

・マザアス東久留米大規模改修にかかわる入

札参加条件の変更 

第 1 回 6/6 

 

第 2 回 6/25 

 

 

 

 

・マザアス東久留米大規模改修にかかわる入札

結果及び工事請負契約 

・法人本部事務室の移転 

・資格取得および資格保持に対する法人の支援

に関する規程の改定 

 

 

 

・令和元年度第１次補正予算 

・令和元年度 12 月賞与 

・マザアス日野 ショートステイ床の転換によ

る特養の増床 

・評議員会の招集 

 

 

 

・令和元年度 第 2 次補正予算 

・令和 2 年度 事業計画書 

・令和２年度 当初予算 

・会計監査人の選任 

・定款変更 

・役員報酬規程の改定 

・就業規則の改定 

・委託契約及びリース契約の締結 

・第三者委員会の委嘱 

・評議員会の招集 

 

 

第 4 回 8/30 

 

第 3 回 7/31 

 

第５回 11/8 

第６回 11/29 

第７回 3/27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ニューノーマル 
 

 新型コロナウイルスに関する緊急事態宣言が、３か月を経過して解除された。 
この間、職員の犠牲的な献身と働きによって、危機的状況から護られて今日を迎え 
ていることには、心からの感謝と敬意を表したい。 
職員だけでなく面会謝絶となったサービス利用者とその家族の忍耐と協力やボラン 
ティアとして関わって下さっていた地域の方々、きめ細かな指導をして下さった医 
療関係者、行政の関係者等の存在は忘れることはできない。 
宣言が解除されても、危険は続いていて、都内では今も二桁の感染者が報告されて 
おり、第二波、第三波の可能性が報道されている状態で安心できる状況にはない。  
 
 日常生活では感染拡大予防として「３つの密（密閉、密集、密接）」を避け、「人と人との距離の確保」「マ
スクの着用」「手洗い」の実践が指導されている。 
しかし、医療や福祉の現場ではマスクと手洗い以外は絶対不可能、寧ろ 3 密で相手に寄り添わないと介護は
成立しない。 
「嘗ての普通の生活、今はない」飛行機や電車に乗って旅行、気兼ねなく買い物やレストランでの飲食、挨拶
としての握手やハグ等行動制限がかかってきている。 
緊急事態宣言中の「ステイ ホーム」によって仕事の仕方や学校の授業の受け方を変えてみたら、意外と家で
仕事ができるし、会議やセミナーもウェブでも間に合うことがわかった。授業もオンラインで学べるので学
校に通わなくとも何とかなることを経験した。 
事実、私共の法人でも経営会議を数度、セミナーの受講をウエッブで実施した。 
孫の一人は感染者ゼロの岩手県の大学に合格しても登校したのは数日、殆ど下宿先でオンライン学習をして
いるようだ。 
 
 「ビフォアコロナには戻らない」「アフターコロナ」ではなく「ウイズコロナ」を覚悟して「ニューノーマ
ルな生活」が求められてきた。 
ニューノーマルの意味は「新たな常態」「新たな常識」と辞書にはある。 
新型コロナの問題は、嵐が過ぎ去るのを待つのではなく、嵐の中で生きていく術を獲得しなければならい時
がやってきたようだ。 
嵐の最中で新たな発見、気づきがあって、だからこそ改革、変化が出来たということを、個人として、職場で
体験したいものである。積極的な意味で「あの時があったので、今がある」ということが出来るようにしなけ
ればならない。 
新しい生活様式が求められるなかで「ニューノーマル」がキーワードになりそうだから。 
 

 

法人ブログサイトに直接
アクセスできるように
QR コードを設けました。
どうぞご利用ください。 

新型コロナウイルスに対応するかたがたへ敬意と感謝を示すために、航空自衛隊の

アクロバットチーム「ブルーインパルス」が、5 月 29 日に東京都区部上空を飛行

した。上空は青空が広がっていた。思わずスマホを取り出してシャッターを押した。 

 

 

理事長髙原敏夫 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%96%87%E5%8C%96
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%8C%BB%E5%AD%A6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B0%91%E6%97%8F
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%96%E7%95%8C%E3%81%AE%E4%B8%80%E4%BD%93%E5%8C%96
http://www.moth.or.jp/


         

 

 

 

 

 

       
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染対策 

各拠点から 上から順に、東久留米、日野、新宿 です 

 

令和元年度決算報告 

１．法人単位の資金収支の状況 ２．法人単位の事業活動の状況

項目 金額（千円） 項目 金額（千円）

（１）事業活動資金収支差額 86,034 （１）サービス活動増減差額 ▲ 5,032

①事業活動収入 2,193,327 ①サービス活動収益 2,174,136

・介護報酬等 2,159,059 ②サービス活動費用 2,179,168

・その他収入 34,268 減価償却費 145,498

②事業活動支出 2,107,293 国庫補助金等特別積立金取崩額 ▲ 86,387

・人件費支出 1,565,069 その他サービス活動費用 2,120,057

・事業費支出 270,022 （２）サービス活動外増減差額 6,646

・利用者負担軽減額 680 ①サービス活動外収益 19,070

・その他支出 271,522 ②サービス活動外費用 12,424

（２）施設整備等資金収支差額 ▲ 83,817 （３）特別増減差額 ▲ 1,208

①施設整備等収入 0 ①特別収益 37,361

②施設整備等支出 83,817 ②特別費用 38,569

（３）その他の活動資金収支差額 ▲ 6,797 当期活動増減差額 405

①その他の活動収入 46,759 前期繰越活動増減差額 766,939

②その他の活動支出 53,556 当期末繰越活動増減差額 767,344

当期末資金収支差額 ▲ 4,580 基本金取崩額 0

前期末支払資金残高 752,549 その他の積立金取崩額 0

当期末支払資金残高 747,970 その他の積立金積立額 0

（※）端数処理の関係で合計が一致しないこともあり得る。 次期繰越活動増減差額 767,344

（※）端数処理の関係で合計が一致しないこともあり得る。

３．法人単位の資産等の状況

項目 金額（千円） 項目 金額（千円）

（１）資産の部 5,401,884 （２）負債の部 787,016

①流動資産 846,165 ①流動負債 202,511

②固定資産 4,555,719 ②固定負債 584,505

（３）純資産の部 4,614,868

合計 5,401,884 合計 5,401,884

減価償却累計額 4,191,242

（※）端数処理の関係で合計が一致しないこともあり得る。

４．積立金の状況 ５．関連当事者との取引の内容（該当無し）

積立目的
本年度末時点

の積立金額（千
円）

その他の積立金 10,916

貸借対照表上の積
立金の勘定科目

その他の積立金
 

 

 

 

 

 

 

 

                                           

令和元年度ご寄付(平成 3１年 4 月 1 日～令和２年 3 月 31 日) 

 ご寄付いただいた方々の人数とご
寄付の額です。ご寄付者のお名前
を拝見していますと、多くの方々
によって支えられていることがわ
かります。ボランティアの方々、
前特養入居者のご家族の方々、家
族会様、取引関係者様、役員様そ
して職員のみなさまなどです。ご
厚情とご援助こころより感謝とお
礼を申し上げます。ありがとうご
ざいました。 

法人本部 東久留米 日野 新宿 合計
ご寄付者人数（名） 50 21 32 21 124
寄付額合計（円） 150,000 65,000 1,552,640 566,500 2,334,140
ご寄付者の内訳：

　　ご利用者本人（名） 0 0 4 6 10

　　ご利用者のご家族（名） 0 1 9 4 14

　　取引業者（名） 0 0 2 1 3

　　家族会/ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ（名） 0 0 2 0 2

　  役員/職員/他（名） 50 20 15 10 95

 ※ 社会福祉法人マザアスとは・・・ 

当法人には高齢者福祉総合施設は、東久留米、日野、新宿 に３拠点があり、約２９事業を展開しています。

特養・ショートだけでのご利用者受入数は全体で２４２人、法人全体の職員数は３月現在で４６６人です。 

 

日野拠点では、感染予防対策として、定期に打ち合わせをしながら指針を作成し、分散勤務等、職員皆で工夫しな
がら業務に務めております。感染予防の一環として、2 月より面会や外部の方々の入館制限をさせていただき、皆
様にはご不便をおかけしております。現在は一定の条件の下、外部の方々には入館をお願いしております。 
 
ご家族の皆様からは、マスク不足の中にもかかわらず、マスクをご寄附いただきましたこと、 
またご面会等の制限へのご協力に、心より感謝申し上げます。 
なお、ご面会につきましては、当面予約制で一日数組とさせていただいております。 
またご希望のご家族様にはオンライン面会にてご対応させていただいております。 
ご予約等、お問い合わせいただけたらと思います。                     
 
コロナ禍で大変厳しい状況にもかかわらず、日野市内に工場や直売所を構える、  
「株式会社洋菓子舗ウエスト」様より、日野市を通じて拠点全職員宛にお菓子の 
詰め合わせを頂きました。心温まるおいしい贈り物に、職員は皆喜びにあふれて 
いました。職員より御礼の色紙を送らせていただきました。 
 
今後も施設内の定期消毒等、感染防止に努めて参ります。                  

 

 

 

 

 

 

新宿拠点においては緊急事態宣言が解除した現在でもコロナ陽性の方が新

宿区で増えており、継続して感染症対策を行っている現状です。緊急事態宣

言の中、新宿区内での高齢者施設サービスにおいては特養１か所、老健１か

所、デイサービスセンター１０か所でコロナ感染者が発生しています。コロ

ナ関連で言えば５月３日、新宿拠点では４階ショートステイをご利用してい

た方のご家族から連絡があり、ご本人の通っているデイサービスセンターで 

コロナ陽性のご利用者が発生したため、急遽ショートステイサービスを止め、帰宅してもらうということがありました。

新宿拠点でもコロナ陽性の感染の対策を準備したところでしたが、翌日ご本人が PCR 検査の結果、陰性であったという

ことで事なきを得たところです。新宿区でのコロナ感染状況を鑑みて各家族と話し合った結果緊急事態宣言解除までショ

ートステイの受け入れは中止としました。（5/26 解除）。７月からは予約制で時間を決めてご家族の面会も始めてます。

これからのWithコロナの生活を施設でも模索していく段階に入っていく感じがしています。(施設長 高岡 宏) 

 

入館制限・面会自粛 

ご協力のお願い 

 新型コロナ感染拡大防止対策 

パーテーション設置 

東久留米拠点では、2 月下旬より外部の方

の入館と面会を制限させていただきました。

また、館内の換気と消毒を、１日５回、定時

に実施しました。マスクの入手困難な時期に

は、職員手作りのマスクを着用して、感染ゼ

ロで乗り切りました。今後も、感染防止対策

を継続して参ります。 

 

近隣の「讃岐のおうどん 花は咲く 新宿外山店」さんから 

医療関係者や福祉施設関係者への感謝を込めてと、「食事券」を全職

員に頂いた。お店ももっともっと厳しい中でのお心遣い、うれしく

感謝していただいています。(左のお二人はお店の方々、右側は高岡新宿施設長) 


